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第一章 総則

（目的）

第一条 この規程（以下「本規程」という。）は、 道路運送法（以下「法」という。）

第二十二条の二の規定に基づき、 輸送の安全を確保するために遵守すべき事項を定め、

もって輸送の安全性の向上を図ることを目的とする。

（適用範囲）

第二条 本規程は、 当社の一般貸切旅客自動車運送事業に係る業務活動に適用する。

第二章 輸送の安全を確保するための事業の運営の方針等

（輸送の安全に関する基本的な方針）

第三条 代表取締役社長は、 輸送の安全の確保が事業経営の根幹であることを深く認識

し、 社内において輸送の安全の確保に主導的な役割を果たす。また、 現場における安

全に関する声に真摯に耳を傾けるなど現場の状況を十分に踏まえつつ、 社員に対し 輸

送の安全の確保が最も重要であるという意識を徹底させる。

2 輸送の安全に関する計画の策定、 実行、 チェック、 改善 (Plan Do Check Act)を確実

に実施し、 安全対策を不断に見直すことにより、 全社員が一丸となって業務を遂行す

ることにより、 絶えず輸送の安全性の向上に努める。また、 輸送の安全に関する情報

については、 積極的に公表する。

（輸送の安全に関する重点施策）

第四条 前条の輸送の安全に関する方針に基づき、 次に掲げる事項を実施する。
一 輸送の安全の確保が最も重要であるという意識を徹底し、 関係法令及び安全管理

規程に定められた事項を遵守すること。

二 輸送の安全に関する費用支出及び投資を積極的かつ効率的に行う よう努めるこ

と。

三 輸送の安全に関する内部監査を行い、 必要な是正措置又は予防措置を講じること。

四 輸送の安全に関する情報の連絡体制を確立し、 社内において必要な情報を伝達、

共有すること。










